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今年度の主な事業

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日

か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
26
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
西
田
町
長
が
「
令

和
６
年
度
行
政
執
行
方
針
」を
、

甲
津
教
育
長
が
「
令
和
６
年
度

教
育
行
政
基
本
方
針
」
を
表
明

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
長
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
条
例
９
議
案
、
令
和
５

年
度
補
正
予
算
８
議
案
、
令
和

６
年
度
予
算
９
議
案
、
工
事
請

負
契
約
２
件
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
６
年
度
一
般
会

計
、特
別
会
計
な
ど
13
議
案
は
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
な
ど
の

常
任
委
員
会
で
集
中
審
議
を
行

い
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
３
月
18
日
に

10
議
員
が
防
災
・
減
災
対
策
、

中
心
核
整
備
、
交
通
安
全
対
策

な
ど
町
政
全
般
に
わ
た
り
議
論

を
展
開
し
ま
し
た
。【
Ｐ
９
一

般
質
問
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】

令和６年度一般会計予算

過去最高規模　91億円

ふるさと納税の推進

チョイソコりゅうおうの運行

新・竜王小学校の建設

小中学校の給食費
の無償化

1億7116万円

1278万円

12億6795万円

4520万円

町内の特産品の掘り起こし、
新規の返礼品の開発など

他に、通学定期補助・夜間特別便運行、
町公民館前のバス停の環境改善

令和６年秋頃に建設開始、
令和７年度末に完成予定

未
来
へ
つ
な
ぐ
次
世
代
へ
の
投
資
予
算

新規
事業新規

事業

継続
事業

継続
事業
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今年度の主な事業

新・竜王小学校の建設 

地域まるごと包括的支援の推進

自治会活動への支援と
コミュニティの活性化

耕・畜・工連携による
バイオマス資源の循環 国スポスポーツクライミング

競技施設設営等

総合庁舎１階
事務室等改修工事

8102万円

2832万円

567万円 6800万円

2億3500万円

孤立、貧困、疾患等の各世帯の抱える複
合的な困りごとに対し、解決に向けての
包括的な総合相談や地域づくりを推進

未来へつなぐまちづくり交付金など

近江牛の排せつ物等を活用したメタン発
酵バイオ液肥・堆肥の実証、エネルギー

作物の試験的な栽培など
令和７年度 滋賀国民スポーツ大会開催

に向けた準備

拡充
事業

拡充
事業

新規
事業

継続
事業

継続
事業

始まる
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ロータリー（土を耕す機械）

綾戸地先での工事

　３月11日、12日、13日、14日の４日間、令和６年度一般会計、
特別会計（６会計）および企業会計（２会計）の予算を予算決算常
任委員会で審議しました。主な質疑の内容をお知らせします。

車
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
の
点
検
更
新
は

　
　
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
と
道
路
面

と
の
段
差
に
よ
り
大
型
車
等
の

通
行
時
に
大
き
な
振
動
が
起
こ

る
が
、
そ
の
対
応
は
。

問　
　
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
更
新
は

予
算
で
計
上
し
て
お
り
、
定
期

的
に
点
検
を
し
て
順
次
更
新
し

て
い
る
。

答�

水
道
事
業
・
基
幹

管
路
の
耐
震
化
は

　
　
現
在
の
配
水
管
の
耐
震
化

状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

問　
　
基
幹
管
路
の
耐
震
化
工
事

と
し
て
、
近
江
八
幡
消
防
署
竜

王
出
張
所
前
か
ら
綾
戸
交
差
点

ま
で
を
令
和
２
年
度
か
ら
順
次

行
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
綾
戸
交
差
点
か

ら
竜
王
小
学
校
前
を
経
由
し
て

綾
戸
北
交
差
点
ま
で
行
う
。

答�

こ
ど
も
園
の

給
食
費
無
償
化
は

　
　
小
中
学
校
は
無
償
化
に
な

る
が
、
こ
ど
も
園
は
。

問

後
期
高
齢
者
医
療
、

保
険
料
は
上
が
る
の

　
　
保
険
料
は
均
等
割
額
で
は

４
万
６
１
６
０
円
が
４
万
８
６�

０
４
円
に
な
り
、所
得
割
率
は
、

８
・
７
％
か
ら
９
・
56
％
に
上
が

る
。

答� 　
　
令
和
６
年
度
は
保
険
料
が

上
が
る
よ
う
だ
が
、
率
と
金
額

は
。

問

　
　
未
就
学
児
は
家
庭
に
い
る

方
や
保
育
園
に
通
っ
て
い
る
方

も
お
ら
れ
、
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
現
在
は
考
え
て
い
な

い
が
、
今
後
の
状
況
等
に
よ
り

検
討
し
て
い
く
。

答�介
護
保
険
事
業
者
連

絡
協
議
会
の
内
容
は

　
　
町
内
の
事
業
所
を
対
象
と

す
る
予
定
で
あ
り
、
事
業
所
間

の
情
報
共
有
、
研
修
、
ま
た
、

介
護
分
野
以
外
の
医
療
分
野
等

と
の
横
の
連
携
を
目
的
に
し
て

い
る
。

答� 　
　
新
た
に
設
置
さ
れ
る
が
、

目
的
は
。

問

集
落
営
農
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

内
容
は

　
　
対
象
の
３
集
落
営
農
法
人

へ
の
補
助
内
容
は
。

問　
　
効
果
的
な
農
業
生
産
の
た

め
の
共
同
利
用
機
械
の
導
入
等

と
し
て
、
溝
掘
機
、
大
型
ト
ラ

ク
タ
ー
、
飼
料
稲
用
の
ラ
ッ
プ

機
、
収
納
倉
庫
な
ど
で
あ
る
。

答�

予算審査
予算決算常任委員会

質
疑

今年度の水道事業
業務予定は？

①給水戸数
　3960戸
②年間総配水量
　149万2000㎥
③１日平均給水量
　3800㎥

お知らせ

山田　義明　委員長

ここが
聞きたい

No.207 議会だより
りゅうおう 4

３月定例会



地域間移動のための路線バス

※モデルケース
　 40歳以上65歳以下の夫婦・18歳以下の子ども２人の４人

世帯（夫のみ営業所得300万円、妻・子どもは所得なし）

竜王町地域公共交通計画の策定調
査
●竜王町地域公共交通計画とは
　地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿を明らか
にする公共交通のマスタープラン。
　既存の公共交通を効率的かつ効果的に維持・確保するとと
もに、まちづくりを支える持続可能な公共交通のあり方を示
し、その実現に向け具体的な取組を進めるものである。

●計画期間
　令和６年度から10年度までの５年間。社会情勢の変化や施
策の進捗等、必要に応じて見直す。

主な質疑応答

「チョイソコりゅうおう」と路線バス
の乗り継ぎが２か所あることは、自治
会にPRをしているのか。

問

乗り継ぎについては、自治会よりも利
用者に伝わるように「チョイソコりゅ
うおう」のパンフレットや町のHP等
に使い方を掲載している。

答

竜王町国民健康保険税条例の一部を改正する条例審
査
主な質疑応答

モデルケースの場合、改正後の税率では１万5100
円の増額となり大変である。財政調整基金3360万
円の繰入額をもう少し増額できないか。

問

保険料水準の統一に向け、令和９年度までに税率
の急激な上昇にならないように調整している。

答

チョイソコでも篠原駅へ行けるよ！

国保税は令和12年度から県内統一へ

43万4300円

41万9200円

R6

R5

モデルケースでの保険税（年額）の比較

1万5100円の
増額

　１月19日、総務産業建設常任委員会で所管事
務調査を行い、概要の説明を受けました。
　その内容は、「地域公共交通の活性化及び再生
に関する法律」が改正され、地方公共団体にお

いて「地域公共交通計画」の策定が努力義務と
なり、本町では「竜王町交通計画」をベースに
改正を行い、「竜王町地域公共交通計画」を策定
するものです。

位置付け 移動手段
広域（町外） 鉄　道
地域間移動 路線バス
地域内移動 チョイソコりゅうおう

自由移動

タクシー
福祉有償運送（スマイル）
住民互助運送
マイカー

その他 特定目的運送（スクールバス等）

交通ネットワークにおける位置付け

　３月１日、総務産業建設常任委員会で以下の
条例改正について、付託審査を行いました。
　内容は、国保財政の運営主体である県が示す

標準保険税率を参考に町の国民健康保険税率を
定めていますが、令和６年度の納付金額等が示
されたことにより改正するものです。

議会だより No.207
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76 77 78 79 80 81 82 83 84 82 83 84 85 86 87 88 89 90

【女性】

平成22年

平成27年

令和2年

80.5

79.0

81.7

80.2

82.5

81.2

86.5

83.6

87.5

84.2

87.5

84.5

【男性】

平成22年

平成27年

令和2年

差1.3歳 差3.0歳

（歳） （歳）

第３次健康いきいき竜王２１プラン調
査
１　竜王町の平均寿命と健康寿命の男女別推移

主な質疑応答

今回の計画には健康推進員を増やす目標が
示されていないが、各地区での活動の推進
をどのように考えているのか。

問 現状において健康推進員の増加が難しいと考える。
町としては現在の健康推進員の継続と新たな方への
就任要請を勧めるとともに、不在地区での健康づく
りの活動を推進していくよう検討している。

答

みんなでめざそう健康づくり！
　１月15日、教育民生常任委員会で「りゅうお
う健康プラン」の所管事務調査を行い、概要の
説明を受けました。

　今回はそのうちの「第３次健康いきいき竜王
２１プラン」について説明します。

町文化祭における歯科啓発コーナー

２　今後の推進計画
基本目標１　【個人】健康寿命の延伸・健康格差の改善
　◦ベジ７チャレンジの推進
　　①　健診受診
　　②　栄養・食生活
　　③　運動・身体活動
　　④　歯と口腔（歯科保健）
　　⑤　たばこ
　　⑥　アルコール
　　⑦　休養・こころ

基本目標２　【環境】健康で心豊かに暮らせる地域づくり・ひとづくり
　◦健康づくりに取り組みやすい地域づくり

■平均寿命　　　　　　　　■健康寿命

平均寿命と健康
寿命の差である
「不健康な期間」
を短くすること
が大切！
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２年目を迎えた竜王こども園

竜王こども園現地視察調
査
１　竜王こども園の経営管理全体計画
　教育目標：「みんな大好き　笑顔あふれる　竜王こども園」
　　 ①　元気いっぱい健康な子ども
　　②　夢中になって遊ぶ子ども
　　③　自分の友達も大切にする子ども
２　職員から出た意見
　◦ 子どものことを真ん中において、職員が協力して保育に

取り組んでいる。
　◦ 子どもの安心安全を基本に施設の老朽化が進む中、安全

点検に努めている。
　◦ 質の高い保育の充実に努めたいが、研修時間の確保がむ

ずかしい。
　◦ 完全シフト制のため報告、連絡、相談、会議、休息等の

時間が取りにくい。
　◦ 子ども達がより多くの地域の方々と触れ合う時間を大切

に、保育を実施している。

主な質疑応答

先生方の体の健康も大切であり、リフ
レッシュ休暇は取得されているのか。

問

１～２か月に１回は自分のための休暇を
取得できている。

答

竜王町介護保険条例の一部を改正する条例審
査
●改正要点
　第９期においては保険料上昇の抑制を図るため、基金の取り
崩しを行う。同時に、低所得者に対しては負担軽減のために保
険料段階を13段階に多段階化し、第１段階から第３段階の保
険料率を下げる。

主な質疑応答

保険料の基準額が上がっていくと基金を取崩していかなけ
ればならないと思うが、来年度以降、基金の取崩しをどの
ように考えているのか。

問

今後は保険料が急激に上昇することも想定されるため、計
画的に基金の取崩しを行いながら保険料の上昇を緩やかに
していきたい。

答
0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

第
１
期（
平
成
12
〜
14
年
度
）

第
２
期（
平
成
15
〜
17
年
度
）

第
３
期（
平
成
18
〜
20
年
度
）

第
４
期（
平
成
21
〜
23
年
度
）

第
５
期（
平
成
24
〜
26
年
度
）

第
６
期（
平
成
27
〜
29
年
度
）

第
７
期（
平
成
30
〜
令
和
２
年
度
）

第
８
期（
令
和
３
〜
５
年
度
）

第
９
期（
令
和
６
〜
８
年
度
）

2682

2681
3119

3335 3920

5600 5900

6200

（円）

5900

竜王町の介護保険料基準額（月額）の推移

　１月31日、教育民生常任委員会で竜王こども
園のこれまでの歩みと保育の状況および事業運

営状況について所管事務調査を行い、概要説明
を受けました。

どろんこ遊びを楽しむ子どもたち

介護保険料基準額（月額）下がる
　３月１日、教育民生常任委員会で以下の条例
改正について、付託審査を行いました。内容は、
竜王町第９期介護保険事業計画の策定に伴い、

令和６年度から８年度までの介護保険料を見直
すものです。
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主な質疑応答

令和７年度末に小学校完成というこ
とだが、開校時期は令和８年度にな
るのか。

問 令和７年度末に完成させ、その年度の卒業生に使ってほしいと
の思いで進めている。現実的には厳しい状況にあり、令和８年
度の可能性もあるが、令和７年度末を目指してスピードを上げ
ていけるように進めていきたい。

答

中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗調
査
◎整備事業の経過
令和５年12月19日　県農業会議
　　　　 　　21日　開発行為許可申請書提出
令和６年 １月23日　造成工事入札取止め
　　 　　１月26日　議会全員協議会説明（上記案件）
　　 　　２月13日　造成工事入札公告（３月７日入札）
　　 　　　　28日　第３回定例区長会にて事業説明

中心核の道路工事、順調に進む

　議員定数と議員報酬を見直すため議会改革特別委員会を３月４日に開催しました。

町民の意見を伺う
議員定数と議員報酬
　�町民の皆様から聞き取りをした主な意見
　● 議員定数の増減については現状の議員活動が

見えないのでよくわからない。
　● 選挙のあり方そのものに疑問を感じているた

め答えようがない。
　●政治そのものに関心がない。
　● 議員定数を減らすことにより、議員の質の向

上が図れるのではないか。
　● 議員報酬を上げることにより、議員のなり手

不足を解消できるのではないか。
　● 議員報酬を上げることについては、数万円程

度上げても効果が期待できないと考えられる
ため、まずは若年層の議員だけでも報酬を上
げるべきではないか。

今後の方向性
　 　皆様の意見を真摯に受け止め、議員活動およ

び議会活動を今まで以上に「見える化」し、具
体的な方策と結論を導くため、今後２年間を目
安に検討していくこととした。

◎「交流・文教ゾーン」整備の概算事業費
　令和６～10年度での概算事業費を見直し、従
来の総事業費55億円から約83億円に上昇する。
　主な事業費の内訳は令和２年度～４年度決算
が約１億1000万円、令和５年度決算見込みで約
８億9000万円、令和６年度は小学校建築等で約

25億3000万円、令和７年度は約29億5000万円、
令和８年度は約８億4000万円、令和９年度は約
９億8000万円となる。
　財源は、国県の補助金が約15億8000万円（約
20％）、起債が約50億1000万円（約60％）、一
般財源が約17億1000万円（約20％）である。

進む新設道路の側溝工事

　３月４日、地域活性化特別委員会で中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗状況と概算事業費の見
直しについて説明を受けました。

No.207 議会だより
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各議員のQRコードを
スマートフォンで読み
取ると音声配信が聴け
るよ

近江うし丸 問　議会事務局　電話　0748-58-3713

次回の一般質問は
令和６年５月30日㈭予定

議員の質問順と質問事項は町ホームページでご確認ください。

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについ
て所信や疑問を質し報告や説明を求めることです。

質　問　者 質　　問　　事　　項

10
山田　義明 ・町内に幼児専用の公園を
森島　芳男 ・国道８号西横関交差点改良事業の進捗は

11 磯部　俊男 ・竜王町の能登半島地震復旧・復興支援は
・Trip Base 道の駅プロジェクトの進捗は

12 中村　匡希
・農村下水道の未収使用料は
・町長の政策と展望は
※田中地先の地籍調査が完了していない理由は

13 三宅　政仁 ・竜王中学生が通う通学路の安全性は
・山之上西山地先の感応式信号機の今後は

14 橘　せつ子

・ 新小学校に「プールを設置しない」は住民合意の上で
・中心核整備にかかる財政計画の提示を
※災害対策として万全の備えを
※ 有機フッ素化合物（PFOS、PFOA）汚染の検査の実施を
※保育士等奨学金返還支援制度に町としても支援を

15 内山　英作

・雪野山と鏡山でまちのＰＲを
・健康づくりは、地域で
※災害時のボランティア団体への支援は
※流域治水の推進を
※地域おこし協力隊と今後のあり方は

16 澤田　満夫 ・企業版ふるさと納税の取組は
・ＩＣ周辺と産業用候補地の関わりは

17 大橋　裕子
・勘定海路遺跡の保存は
・竜王町緊急通報システム事業の課題は
※ふるさと納税の分析と今後は

18 若井　政彦
・自主防災組織の拡充・強化は
・中心核整備の将来像は
※道路交通環境整備は
※河川環境整備は

町政
問ここを う!

３月定例会では10議員が28問の一般質問を行いました。

※は紙面の都合上、掲載しておりません。
　QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。

議会だより No.207
りゅうおう9



こんな遊具のある幼児専用公園を
（東近江市　布施公園）

西横関交差点の改良事業の概要

8 8拡幅

至 竜王I.C

至 JR篠原駅

至 野洲 至 彦根

右折レーン新設（30m）による
直進車両の阻害解消

右折レーン延伸（40m⇒85m）による
直進車両の阻害解消

直進・左折車両
右折車両

山
やまだ
田　義

よしあき
明�議員

町内に幼児専用の公園を問
答 子どもの笑顔広がる公園を考えている

　
　
町
内
に
は
幼
児
が
安

心
し
て
遊
べ
る
公
園
が
な

い
た
め
、
近
隣
の
市
町
へ

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
の
声
を
よ
く
聞
く
。

　
天
気
の
良
い
日
の
屋
外

で
の
親
子
の
ふ
れ
合
う
時

は
貴
重
な
時
間
で
、
町
内

の
公
園
で
過
ご
せ
れ
ば
、

こ
の
町
で
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
と
強
く
感
じ
ら
れ

る
。

　
子
ど
も
達
に
合
っ
た
遊

具
や
芝
生
の
あ
る
公
園
の

設
置
計
画
は
な
い
の
か
。

問

　
　
子
ど
も
の
育
ち
、
子
育

て
支
援
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
現
在
、
進

め
て
い
る
中
心
核
整
備
の
交

流
・
文
教
ゾ
ー
ン
内
に
公
園

整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

　
公
園
の
基
本
設
計
で
は
、

子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
を
始

め
と
し
て
町
民
の
意
見
を
反

映
す
る
よ
う
に
努
め
、
子
ど

も
の
笑
顔
が
広
が
り
賑
わ
い

が
あ
る
魅
力
的
な
公
園
の
整

備
を
進
め
る
。

答�

森
もりしま
島　芳

よしお
男�議員

国道８号西横関交差点改良
事業の進捗は

問

答 少しでも早く進むよう取り組む

　
　
以
前
に
西
横
関
交
差

点
の
渋
滞
解
消
を
図
る
た

め
、
国
道
８
号
の
野
洲
側

の
右
折
レ
ー
ン
を
延
伸
す

る
等
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

問

度
に
用
地
買
収
建
物
補
償
を

１
件
完
了
、
令
和
５
年
度
に

１
件
契
約
締
結
。
残
る
対
象

物
件
は
、
今
年
度
の
契
約
締

結
に
向
け
、
地
権
者
に
鋭
意

説
明
を
行
う
。

　
工
事
は
、
今
年
度
下
半
期

に
、
支
障
と
な
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
情
報
ボ
ッ
ク
ス
の
移
設

工
事
に
着
手
予
定
と
聞
い
て

い
る
。

　
本
町
と
し
て
は
、
少
し
で

も
早
く
進
む
よ
う
国
県
と
と

も
に
取
り
組
む
。

　
　
国
で
は
主
要
渋
滞
箇
所

に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
国
県

に
お
い
て
改
良
事
業
を
進
め

ら
れ
て
い
る
。経
過
と
し
て
、

地
元
へ
の
事
業
説
明
、
測
量

設
計
、
用
地
測
量
、
建
物
補

償
調
査
を
行
い
、
令
和
４
年

答�
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Trip Base 道の駅プロジェクト完成予想図

能登町への給水車派遣による復旧支援

竜王町の能登半島地震復旧・
復興支援は

問

答 復旧等支援、１月19日より職員派遣

　
　

① 

町
の
災
害
復
旧
に
か
か

る
支
援
体
制
と
取
組

は
。

② 

今
後
の
能
登
半
島
地
震

災
害
へ
の
支
援
計
画
と

対
応
は
。

問

職
員
を
能
登
町
に
派
遣
し

支
援
を
実
施
し
た
。
派
遣

業
務
の
内
訳
は
住
家
被
害

認
定
調
査
業
務
に
４
名
、

避
難
所
運
営
支
援
業
務
に

２
名
、
住
家
公
費
解
体
等

受
付
業
務
に
１
名
、
応
急

給
水
活
動
に
８
名
、
下
水

管
渠
被
害
調
査
業
務
に
２

名
を
派
遣
し
支
援
を
行
っ

た
。

②�

引
き
続
き
滋
賀
県
等
か
ら

の
派
遣
依
頼
に
応
え
な
が

ら
、
で
き
る
限
り
の
人
的

支
援
を
継
続
し
て
い
く
だ

け
で
な
く
、
派
遣
に
限
ら

ず
様
々
な
支
援
に
つ
い
て

も
、
滋
賀
県
等
か
ら
の
要

請
に
応
え
て
い
く
。

　
　
①�
本
町
の
支
援
体
制
は
、
主

に
被
災
自
治
体
か
ら
の
派

遣
要
請
に
依
頼
を
と
り
ま

と
め
る
滋
賀
県
や
日
本
水

道
協
会
滋
賀
県
支
部
か
ら

の
派
遣
依
頼
に
応
え
る
形

で
実
施
。

　�

　
１
月
19
日
か
ら
住
家
被

害
認
定
調
査
業
務
支
援
を

皮
切
り
に
、
現
在
17
名
の

答�
磯
いそべ
部　俊

としお
男�議員

Ｔ
ｒ
ｉ
ｐ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ 

道
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
は

問答

令
和
７
年
開
業
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い
る

　
　
① 

Ｔ
ｒ
ｉ
ｐ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ 

道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
。

② 

建
設
計
画
と
進
捗
状 

況
は
。

③ 

ホ
テ
ル
の
概
要
と
特 

徴
は
。

④ 

地
域
と
の
連
携
と
地
域

活
性
化
は
。

問

令
和
７
年
ホ
テ
ル
開
業
を

目
標
に
進
め
ら
れ
て
き
た

が
、
資
材
価
格
高
騰
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
開
業
が

延
期
さ
れ
る
見
込
み
で�

あ
る
。

③�

鉄
骨
造
３
階
建
て
、
客
室

75
室
を
予
定
。
宿
泊
特
化

型
ホ
テ
ル
と
し
て
、
食
事

や
お
土
産
な
ど
は
道
の
駅

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

お
店
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
人
々
と
の
交

流
や
道
の
駅
と
の
往
来
を

促
す
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

④�

旅
の
拠
点
と
な
る
道
の
駅

お
よ
び
ホ
テ
ル
と
地
域
と

の
連
携
を
図
り
、
町
内
を

回
遊
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
町
全
体
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
①�

積
水
ハ
ウ
ス
㈱
と
マ
リ

オ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
が
、
各
自
治
体

と
連
携
し
て
、「
道
の
駅
」

を
ハ
ブ
に
し
た
「
地
域
の

魅
力
を
渡
り
歩
く
旅
」
を

提
案
す
る
地
方
創
生
事
業
。

②�
令
和
２
年
９
月
、
県
内
に

お
け
る
第
１
候
補
と
し
て

道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜

王
が
提
示
さ
れ
、
令
和
４

年
９
月
正
式
決
定
、
以
降
、

町
制
施
行
70
周
年
と
な
る

答�
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３期目の出馬表明をした西田秀治町長

農業集落排水事業の
殿村（川守・岩井）地区処理施設

中
なかむら
村　匡

まさき
希�議員

町
長
の
政
策
と
展
望
は

問答

若
者
や
女
性
の
声
を
積
極
的
に
聞
い
て
い
く

農村下水道の未収使用料は問
答 期限まで徴収に向け最大限努力する

　
　
町
長
の
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

① 

２
校
あ
る
小
学
校
の
統

合
は
。

② 

財
政
を
考
慮
し
て
削
減

す
べ
き
事
業
は
あ
る 

の
か
。

③ 

大
き
く
税
収
を
増
や
す

手
段
は
。

④ 

自
治
会
活
動
で
さ
ら
な

る
見
直
し
の
必
要
性
は
。

問

④�

自
治
会
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

し
、
女
性
や
若
者
か
ら
も

率
直
な
ご
意
見
を
多
数
い

た
だ
い
た
。
今
後
は
若
者

や
女
性
の
意
見
聴
取
の
仕

組
み
づ
く
り
も
必
要
と
感

じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

取
組
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ス

テ
ッ
プ
で
あ
り
、
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
さ
ら

な
る
負
担
軽
減
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
①�

２
つ
の
小
学
校
は
そ
れ
ぞ

れ
単
独
の
学
校
と
し
て
成

り
立
つ
児
童
数
が
あ
り
、

現
時
点
で
統
合
は
考
え
て

い
な
い
。

②�

令
和
６
年
度
は
過
去
最
大

の
予
算
と
な
っ
た
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
こ
と
を
前
提
に
各
事
業

を
精
査
し
、
財
政
運
営
の

健
全
化
に
努
め
る
。

③�

新
た
な
産
業
用
地
開
発
を

実
現
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
額
増
加
に
取
り�

組
む
。

答�

　
　
令
和
元
年
に
発
覚
し

た
農
村
下
水
道
使
用
料
の

算
定
ミ
ス
に
よ
る
未
収
金

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

① 

現
在
の
未
収
金
の
額
は
。

② 

一
部
の
み
納
付
の
事
業

所
と
完
納
の
事
業
所
の

数
は
。

③ 

未
収
金
の
徴
収
期
限
は
。

④ 
未
収
金
を
不
納
欠
損
と

し
て
処
理
す
る
の
は
問

題
な
い
の
か
。

⑤ 

完
納
し
た
事
業
所
と
一

部
の
み
納
付
し
た
事
業

所
の
公
平
性
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

問

１
５
９
万
８
２
９
８
円
。

②�

８
事
業
所
の
う
ち
一
部
の

み
納
付
さ
れ
て
い
る
事
業

所
が
５
つ
、
完
納
さ
れ
た

事
業
所
が
３
つ
と
な
っ
て

い
る
。

③�

現
況
で
は
、
令
和
６
年
５

月
31
日
と
な
る
。

④�

徴
収
が
困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
な
い
限
り
時
効
成

立
前
に
不
納
欠
損
は
行
え

な
い
が
、
時
効
成
立
後
に

は
行
え
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。

⑤�

公
平
性
が
確
保
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

引
き
続
き
徴
収
に
努
め
て�

い
く
。

　
　
①�

令
和
６
年
２
月
末
現
在
で

答�
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横断歩道がある通学路（小口地先）

検討中の感応式信号機（西山地先）

三
みやけ
宅　政

まさひと
仁�議員

竜王中学生が通う通学路の
安全性は

問

答 引き続き安全対策と指導の徹底を図る

　
　
指
定
の
通
学
路
を

通
っ
て
い
な
い
竜
王
中
学

校
の
生
徒
が
見
受
け
ら
れ

る
。
小
口
地
先
の
Ｊ
Ａ
倉

庫
付
近
は
、
カ
ー
ブ
が
あ

り
危
険
で
あ
る
。そ
こ
で
、

次
の
３
点
を
伺
う
。

① 

こ
の
実
態
を
教
育
委
員

会
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。生
徒
へ
の
指
導
は
。

② 
安
全
に
学
校
へ
通
え
る

通
学
路
の
設
定
は
。

問

山
之
上
西
山
地
先
の
感
応
式
信
号

機
の
今
後
は

問答

信
号
機
の
存
続
を
要
望
し
て
い
く

い
る
。
引
き
続
き
交
通
安

全
担
当
職
員
と
教
育
委
員

会
が
密
に
連
携
を
取
り
な

が
ら
、
生
徒
の
通
学
の
安

全
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て

い
く
。

②�

担
当
教
員
が
現
地
確
認
を

行
っ
た
上
、
交
通
安
全
、

防
犯
等
の
視
点
か
ら
通
学

路
と
し
て
適
切
と
考
え
ら

れ
る
経
路
を
学
校
で
協
議

し
、
教
育
委
員
会
に
報
告

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会

は
経
路
の
交
通
安
全
、
防

犯
、
防
災
の
視
点
で
現
場

確
認
を
行
い
、
適
切
で
あ

る
と
判
断
し
た
上
で
、
通

学
路
と
し
て
認
定
す
る
。

　
　
①�

通
学
路
及
び
危
険
個
所
・

通
行
禁
止
区
間
等
を
町
内

地
図
で
明
示
し
て
お
り
、

学
校
教
育
課
も
把
握
し
て

答�

　
　
岡
屋
口
交
差
点
と
山

之
上
北
交
差
点
の
間
に
あ

る
感
応
式
信
号
機
が
、
試

験
的
に
令
和
６
年
１
月
中

旬
に
点
滅
信
号
機
に
変
わ

り
、
令
和
６
年
２
月
初
旬

に
は
感
応
式
信
号
機
へ
再

度
戻
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
次
の
２
点
を
伺

う
。

① 

信
号
機
を
点
滅
式
へ
変

問

　
　
①�

交
通
量
が
減
少
し
、
利
用

頻
度
が
低
下
し
た
信
号
機

が
増
え
た
こ
と
か
ら
平
成

27
年
に
警
察
庁
が
「
信
号

機
設
置
の
指
針
」
を
制
定
。

滋
賀
県
公
安
委
員
会
に
お

答�

い
て
基
本
的
に
耐
用
年
数

が
迫
っ
て
い
る
信
号
機
か

ら
、
撤
去
等
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

②�

県
公
安
委
員
会
に
よ
る
検

討
中
の
た
め
、
今
後
撤
去

さ
れ
る
か
否
か
は
不
明
で

あ
る
こ
と
か
ら
存
続
を
要

望
し
て
い
く
。

更
し
た
背
景
と
意
図
は
。

② 

対
象
の
感
応
式
信
号
機

の
今
後
は
。
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りゅうおう13

一 般 質 問



プールの設置予定がない新小学校

進んでいる中心核整備の道路工事

屋内運動場

校舎棟

屋外
設備
スペース

体育館

主出入口

教職員

北通用門

交流広場 交流門

正門

まなびの庭

プロムナード

ビオ
トープ

西玄関

学級園
（畑）

屋外
附属棟

給食

歩
行
者
専
用
道
路

橘
たちばな
　せつ子

こ
�議員

　
　
竜
王
小
学
校
の
基
本

設
計
（
案
）
が
示
さ
れ
、

新
小
学
校
に
プ
ー
ル
は
設

置
し
な
い
方
向
で
あ
る
。

　
町
教
育
委
員
会
の
「
竜

王
町
立
小
中
学
校
に
お
け

る
プ
ー
ル
施
設
整
備
の
考

え
方
に
つ
い
て
」（
令
和

5
年
12
月
作
成
）
に
基
づ

き
、
今
後
は
竜
王
町
総
合

運
動
公
園
プ
ー
ル
の
活
用

が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、

プ
ー
ル
は
災
害
時
の
生
活

用
水
確
保
に
必
要
で
あ
る
。

　
町
民
へ
の
説
明
と
同
意

が
必
要
で
は
。

問

　
　
新
小
学
校
に
プ
ー
ル
を

設
置
し
な
い
こ
と
は
、
最
近

の
水
泳
指
導
の
変
化
や
、
環

境
面
で
も
雨
天
が
多
く
、
猛

暑
や
雷
、
紫
外
線
等
で
安
全

管
理
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

た
め
、
屋
内
プ
ー
ル
の
活
用

に
よ
り
安
全
で
安
定
し
た

プ
ー
ル
指
導
が
可
能
と
判
断

し
た
。

　
町
Ｈ
Ｐ
等
を
通
じ
て
基
本

設
計
図
面
等
と
併
せ
て
考
え

方
を
示
す
。
災
害
時
の
水
の

確
保
は
町
民
へ
の
十
分
な
対

話
と
説
明
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

答�

新小学校に「プールを設置
しない」は住民合意の上で

問

答 町HP等を通じ、整備の考え方を示す

中
心
核
整
備
に
か
か
る
財
政
計
画

の
提
示
を

問答

事
業
費
の
検
討
精
査
後
、
適
宜
、
財
政
計

画
を
示
す

　
　
令
和
６
年
度
予
算

で
中
心
核
整
備
の
予
算

は
、
新
小
学
校
建
設
費

12
億
６
７
９
５
万
円
、
事

業
地
造
成
・
道
路
工
事
等

で
５
億
９
５
４
万
円
、
合

計
17
億
７
７
４
９
万
円
で

あ
る
。
こ
れ
は
物
価
高
騰

に
よ
り
概
算
予
算
よ
り
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
中

心
核
整
備
全
体
と
し
て
の

総
額
お
よ
び
財
源
は
。
起

債
な
ら
ど
の
よ
う
な
返
済

計
画
で
進
め
る
の
か
、
財

政
計
画
を
示
す
べ
き
で
は
。

問

込
ん
で
い
る
。

　
町
債
償
還
の
見
通
し
は
30

年
償
還
と
し
て
試
算
し
、
町

全
体
で
は
令
和
15
年
度
頃
が

ピ
ー
ク
で
約
７
億
５
千
万
円

の
予
定
。

　
現
在
の
標
準
財
政
規
模
の

試
算
で
は
、
令
和
17
年
度
頃

に
実
質
公
債
費
比
率
は
約

16
％
と
な
る
見
込
み
で
、
適

切
な
財
政
運
営
が
可
能
と
考

え
て
い
る
。
適
宜
、
財
政
計

画
を
示
し
て
い
く
。

　
　
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
整

備
の
概
算
事
業
費
は
各
施
設

の
整
備
費
を
約
１
・
４
倍
の

増
加
と
想
定
し
約
83
億
円
と

な
り
、
財
源
内
訳
で
は
国
県

の
補
助
金
等
が
お
お
よ
そ

16
億
円
、
町
債
が
約
50
億
円
、

一
般
財
源
が
約
17
億
円
と
見

答�

一 般 質 問
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鏡山から雪野山方面・町内を展望する

「いきいき100歳体操」で、健康づくり・介護予防

一 般 質 問

　
　
町
民
憲
章
に
謳
わ
れ

て
い
る
ニ
つ
の
山
、
竜
王

山
は
本
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
上

で
良
い
社
会
資
源
で
あ
る
。

　
町
民
へ
今
ま
で
以
上
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

郷
土
愛
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
目
的
達
成
に

向
け
た
登
山
や
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
に
取
り
組
む
考
え

は
あ
る
の
か
。

問

　
　
竜
王
町
観
光
協
会
が
主

催
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
続
け
て
い
く
ほ
か
、
竜

王
小
学
校
、
竜
王
西
小
学
校

で
の
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
に

お
け
る
校
外
学
習
、
竜
王
こ

ど
も
園
で
の
園
外
保
育
の
一

環
と
し
て
登
山
の
機
会
を
今

後
も
設
け
て
も
ら
う
。

　
引
き
続
き
町
民
の
方
々
に

も
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
広

く
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

答�

雪野山と鏡山でまちのPRを問

答 ハイキングイベントを続けていく

健
康
づ
く
り
は
、
地
域
で

問答
健
康
推
進
員
の
不
在
地
区
を
重
点
に
推
進
す
る

　
　
第
六
次
竜
王
町
総
合

計
画
で
健
康
づ
く
り
推
進

の
課
題
と
し
て
、「
町
の

健
康
課
題
を
町
民
一
人
ひ

と
り
が
認
識
し
、
様
々
な

つ
な
が
り
の
中
で
、
自
ら

の
健
康
を
維
持
・
増
進
で

き
る
よ
う
、
生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
の
取
組
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。」
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
身
近
な
集
落

単
位
で
の
健
康
づ
く
り
へ

の
取
組
は
、
大
変
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　
特
に
、
健
康
推
進
員
の

不
在
地
区
へ
の
対
策
は
ど

う
か
。

問

康
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る
取
組

と
し
て
、
健
康
推
進
員
不
在

地
区
を
重
点
地
区
に
設
定
し
、

地
区
担
当
保
健
師
を
中
心
に

健
康
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

予
定
で
あ
る
。

　
　
現
在
、
健
康
推
進
員
不

在
地
区
へ
は
町
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
等
に
よ
る
出
前
講

座
の
実
施
お
よ
び
区
長
や
福

祉
委
員
な
ど
へ
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。

　
新
た
な
「
り
ゅ
う
お
う
健

答�

内
うちやま
山　英

えいさく
作�議員
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取り組みはじめた企業版ふるさと納税

竜王IC南側の産業用候補地は、開発中の奥の丘陵地
（中央左はICのカーブ）

澤
さわだ
田　満

みちお
夫�議員

企業版ふるさと納税の取組は問
答 企業へのアプローチを強化する

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
が
全
国
的
に
急

増
し
て
い
る
が
、
竜
王
町

も
取
り
組
む
べ
き
で
は
な 

い
か
。

問

業
を
定
め
た
地
域
再
生
計
画

「
竜
王
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
推
進
計
画
」
を
作

成
し
、
令
和
５
年
３
月
に
国

の
認
定
を
受
け
た
。
令
和
５

年
度
は
、
企
業
の
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
の
検
討
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
等
を
行
い
、

２
月
に
は
本
町
で
第
１
号
と

な
る
寄
附
が
あ
っ
た
。

　
今
後
は
当
該
制
度
が
今
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
留
意
し
、
他
市
町
の
事
例

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
民
間

事
業
者
の
支
援
等
も
活
用
し

企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強

化
し
て
い
く
。

　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

は
、地
域
再
生
法
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
度
に
創
設
さ
れ

た
。
こ
れ
は
地
方
公
共
団
体

が
行
う
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
し
て
志
の
あ
る
企

業
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、
そ

の
取
組
を
深
化
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　
竜
王
町
で
は
、
令
和
４
年

度
に
寄
附
の
対
象
と
な
る
事

答�

Ｉ
Ｃ
周
辺
と
産
業
用
候
補
地
の

関
わ
り
は

問答
産
業
用
候
補
地
の
進
捗
熟
度
に
併
せ
て
要
望
す
る

　
　
竜
王
Ｉ
Ｃ
に
接
し
て

い
る
産
業
用
候
補
地
の
一

部
を
将
来
の
た
め
に
、
Ｉ

Ｃ
の
機
能
向
上
整
備
地
と

し
て
残
す
検
討
は
。

問

型
等
を
検
討
し
国
県
に
要
望

し
た
。
し
か
し
、
国
で
は
竜

王
Ｉ
Ｃ
自
体
は
標
準
的
で
、

問
題
は
な
い
と
の
考
え
で

あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
周
辺
道
路
の
機

能
向
上
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
隣
接
す
る
産
業
用
地
の

進
捗
熟
度
に
併
せ
て
調
査
研

究
を
行
い
、
段
階
に
応
じ
て

要
望
を
行
う
。

　
　
竜
王
Ｉ
Ｃ
周
辺
道
路
の

イ
ン
フ
ラ
機
能
向
上
は
、
Ｉ

Ｃ
周
辺
地
域
の
渋
滞
対
策
と

地
域
振
興
お
よ
び
開
発
構
想

に
重
要
な
要
素
に
な
る
。
平

成
22
年
に
大
型
商
業
施
設
開

業
時
点
に
検
討
協
議
会
を
設

立
し
交
通
基
盤
整
備
の
議
論

を
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
国
道
４
７
７

号
沿
線
の
交
差
点
改
良
や
拡

幅
を
進
め
て
き
た
。
Ｉ
Ｃ
自

体
の
機
能
強
化
に
お
い
て
は
、

南
側
か
ら
の
高
速
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
形
式
で
、
本
線
直
結

型
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
接
続
型
、
京

阪
神
方
面
の
み
の
流
入
流
出

に
対
応
で
き
る
ハ
ー
フ
Ｉ
Ｃ

答�

No.207 議会だより
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緊急通報システムの固定型装置

緊急通報システムの携帯型装置

墨
ぼくしょ

書土
ど き

器とは、土器に墨で文字や記号・人物・絵を
描いたもの。

　
　「
交
流
・
文
教
ゾ
ー

ン
」
整
備
造
成
工
事
に
先

立
ち
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
調
査
で
平
安
時

代
の
墨
書
土
器
や
緑
釉
陶

器
、
掘
建
柱
建
物
跡
が
出

土
し
た
。
こ
の
遺
跡
は
勘

定
海
路
遺
跡
と
呼
ば
れ
る
。

① 

小
中
学
生
の
郷
土
学
習

と
し
て
現
地
学
習
す
る

予
定
は
。

② 

遺
跡
や
建
物
跡
の
保
存

は
。

③ 

出
土
品
の
保
管
管
理
や

展
示
は
。

問

勘
かんじょう

定海
かい ろ

路遺跡の保存は問

答 成果は、公民館等で展示し、報告会
を開催する

竜
王
町
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業

の
課
題
は

問答

高
齢
者
の
安
心
安
全
の
確
保
を
図
る

　
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
自

宅
で
体
調
の
急
変
等
緊
急

を
要
す
る
時
、
ボ
タ
ン
一

つ
で
相
談
セ
ン
タ
ー
に
繋

が
り
、
救
急
車
を
呼
ぶ
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
次
の
４
点

を
伺
う
。

① 

事
業
の
周
知
方
法
は
。

② 

町
の
利
用
状
況
は
。

③ 

二
人
暮
ら
し
の
方
の
利

用
料
助
成
の
考
え
は
。

④ 

協
力
員
の
な
り
手
不
足

の
対
応
は
。

問

　
　
①�

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
総
合
相
談
時

や
民
生
委
員
定
例
会
等
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
す
る
。

②�

令
和
６
年
１
月
現
在
37
人

利
用
。
一
人
暮
ら
し
32
人
、

一
人
暮
ら
し
以
外
の
高
齢

者
を
含
む
５
世
帯
。
利
用

機
器
で
は
、
固
定
型
35
人
、

携
帯
型
２
人
。

③�

一
人
暮
ら
し
以
外
の
高
齢

者
を
含
む
世
帯
に
は
公
費

答�

負
担
は
し
て
い
な
い
。

④�

協
力
員
は
近
隣
住
民
、
民

生
委
員
の
３
人
の
登
録
を

お
願
い
し
、
普
段
か
ら
の

見
守
り
も
含
め
引
き
受
け

て
も
ら
っ
て
い
る
。

　�

　
地
域
全
体
で
の
支
え
合

い
、
気
に
か
け
あ
う
人
を

増
や
す
取
組
が
必
要
。
他

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
高

齢
者
の
安
心
、
安
全
の
確

保
を
図
る
体
制
を
進
め
て

い
き
た
い
。

大
おおはし
橋　裕

ゆうこ
子�議員

携
し
、
子
ど
も
た
ち
に
遺

跡
発
掘
現
場
の
見
学
な
ど

の
体
験
学
習
を
考
え
て
い

る
。

②�

調
査
の
内
容
と
成
果
を
図

面
・
写
真
等
で
デ
ー
タ
保

存
し
、
調
査
地
は
、
遺
構

が
損
壊
し
な
い
よ
う
、
保

護
層
を
設
け
現
状
保
存
す

る
。

③�

出
土
品
は
、
洗
浄
や
接
合
、

図
化
な
ど
を
進
め
、
整
理

作
業
後
は
保
管
管
理
し
、

今
後
は
公
民
館
お
よ
び
図

書
館
で
の
展
示
を
予
定
し

て
い
る
。
り
ゅ
う
お
う
歴

史
文
化
講
座
で
の
報
告
会

等
も
予
定
し
て
い
る
。

　
　
①�

令
和
６
年
度
の
本
発
掘
調

査
地
で
は
、
学
校
と
も
連

答�
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自主防災活動の充実を

複合ゾーンの予定地

「地域計画」とは、農業者や地域のみなさんの話し合いにより策定さ
れ、概ね10年後を見据え、誰がどのように農地を使って農業を進め
ていくのかを明確にする計画。

自主防災組織の拡充・強化は問
答 ステップアップした取組を行う

中
心
核
整
備
の
将
来
像
は

問答

地
元
の
意
向
に
留
意
し
着
実
に
進
め
た
い

　
　
能
登
半
島
地
震
で
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
や

避
難
所
開
設
、
運
営
な
ど

で
多
く
の
課
題
や
教
訓
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
現
在

想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
へ
の
不
安

や
危
惧
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
地
域
防
災

力
向
上
に
向
け
た
自
主
防

災
組
織
の
拡
充
・
強
化
は
。

問

が
強
い
も
の
で
あ
る
。
自
治

会
組
織
が
中
心
と
な
り
組
織

さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

ほ
と
ん
ど
が
概
ね
年
一
回
以

上
、
避
難
訓
練
や
応
急
救
助

訓
練
な
ど
を
メ
イ
ン
と
し
た

自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

お
り
、
地
域
防
災
力
向
上
に

寄
与
し
て
い
る
。

　
今
後
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
取
組
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
能
登
半
島
地

震
の
教
訓
を
反
映
し
、
自
主

防
災
組
織
を
巻
き
込
ん
だ
避

難
所
運
営
の
あ
り
方
を
地
域

防
災
計
画
に
位
置
付
け
た
い
。

　
　
自
主
防
災
組
織
は
、
防

災
の
三
助
で
あ
る
「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」
の
中
で
も

主
に
「
共
助
」
の
位
置
付
け

答�

若
わかい
井　政

まさひこ
彦�議員

　
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

化
構
想
の
次
の
展
望
に
つ

い
て
伺
う
。

① 

居
住
ゾ
ー
ン
・
複
合

ゾ
ー
ン
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
ど
お
り
に
実
現
す
る

の
か
。

② 

こ
の
地
域
に
お
け
る
農

地
利
用
の
姿
を
描
く
地

域
計
画
と
の
整
合
は
。

問　
　
①�

現
在
、
居
住
ゾ
ー
ン
整
備

基
本
構
想
の
策
定
に
向

け
、
法
規
制
や
立
地
環
境

の
整
理
、
人
口
の
流
入

出
、
通
勤
通
学
等
の
状
況

分
析
、
周
辺
住
宅
エ
リ
ア

の
情
報
収
集
等
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
度
に
お
い
て

は
基
本
方
針
の
策
定
・
公

表
を
行
い
、
開
発
事
業
者

の
募
集
・
選
定
へ
と
進
め

て
い
く
予
定
。

　�

　
複
合
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
飲
食
店
や
カ
フ
ェ
、

医
療
機
関
や
ホ
ー
ム
セ
ン

答�

タ
ー
な
ど
の
民
間
活
力
を

誘
導
し
、
利
便
性
が
高
く

賑
わ
い
の
あ
る
空
間
と
す

る
想
定
。
民
間
主
体
の
開

発
を
想
定
し
て
お
り
、
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

示
せ
る
段
階
で
は
な
い

が
、
地
域
の
意
向
等
に
留

意
し
て
着
実
に
進
め
て
い

き
た
い
。

②�

「
複
合
ゾ
ー
ン
」
が
含
ま

れ
る
集
落
は
、
中
心
核
整

備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
具

体
化
す
る
過
程
で
「
地
域

計
画
」
と
の
整
合
も
含
め

検
討
す
る
。
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 活発なグループ討議

行
政
と
の
連
携

◦�

行
政
か
ら
の
情
報
開
示
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

（
知
ら
れ
た
く
な
い
権
利
）
の
こ
と
も
あ
り
、

各
家
庭
に
ど
の
よ
う
な
状
態
の
人
が
い
る
の

か
把
握
が
難
し
い
。

◦�

休
日
で
の
行
政
担
当
と
の
連
絡
網
等
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

そ
の
他

◦�

生
活
の
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
よ
い
の
か
わ

か
ら
な
い
。

◦�

防
災
等
で
は
誰
が
困
っ
て
い
る
か
解
り
に
く

い
。

◦�
福
祉
委
員
（
会
）
等
と
連
携
に
つ
い
て
日
常

及
び
災
害
時
の
備
え
が
必
要
。

◦�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
り
手
不
足
に
苦

慮
。

◦�

災
害
時
に
対
応
で
き
る
の
か
不
安
。

� 課題と苦労話を聞きました。
� （主な発言）

民生委員・児童委員との議会報告会（懇談会）

自
治
会
と
の
連
携

◦�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
自
治
会

の
位
置
付
け
が
地
域
に
よ
っ
て

様
々
。

◦�

自
治
会
役
員
が
１
年
交
代
で
連
携

が
不
安
。

◦�

複
数
集
落
担
当
は
、
隣
の
集
落
状

況
の
把
握
は
困
難
。

　
２
月
２
日（
金
）午
後
７
時
か
ら
、
竜
王

町
防
災
セ
ン
タ
ー
で
民
生
委
員
・
児
童
委

員
30
名
の
皆
さ
ん
と
議
員
全
員
と
の
議
会

報
告
会
（
懇
談
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か
ら

「
各
地
区
の
困
り
ご
と
な
ど
の
話
し
合
い

が
で
き
、
福
祉
の
問
題
点
の
掘
り
起
こ
し

が
で
き
た
」
等
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
、
社
会
福
祉
を
考
え
る
上
で

参
考
に
な
り
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

＜課題の整理＞
◦�自治会との連携のあり方の整理。
◦�１年交代の自治会役員の自治会ごとの検討。
◦�複数集落を担当する委員の各集落の状況を把
握する体制づくり。
◦�民生委員・児童委員の情報共有の整理。
◦�休日での行政との連絡網の周知。
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環境に配慮し、再生紙及び植物油インキを使用しています

　

田
植
え
の
季
節
が
訪
れ
、
昨
年
10
月
か

ら
第
18
期
竜
王
町
議
会
が
そ
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
、
７
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

の
短
い
期
間
に
も
、
急
激
な
物
価
高
騰
が

進
み
、
町
内
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
認

証
不
正
も
あ
り
、
議
会
で
も
そ
の
対
策
等

に
つ
い
て
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
報
酬
や
定
数
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
の
議
論
も
始
ま
り
ま
し
た
。
先

日
の
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
各
議

員
が
住
民
の
方
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
内

容
を
持
ち
寄
り
ま
し
た
が
、
報
酬
や
定
数

に
つ
い
て
知
ら
な
い
、
議
会
に
興
味
が
な

い
、
と
い
う
意
見
が
多
く
、
議
会
と
住
民

の
方
と
の
距
離
が
遠
い
こ
と
を
痛
感
す
る

も
の
で
し
た
。
議
員
一
人
ひ
と
り
が
今
後

一
層
、
住
民
と
の
距
離
を
縮
め
る
努
力
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

内
山　

英
作

副
委
員
長　

橘　

せ
つ
子

委　
　

員　

中
村　

匡
希

委　
　

員　

大
橋　

裕
子

委　
　

員　

澤
田　

満
夫

委　
　

員　

磯
部　

俊
男

編
集
後
記

表 紙　

今
年
の
桜
は
例
年
に
比
べ
て
開
花
が
遅

れ
、
竜
王
町
立
竜
王
こ
ど
も
園
で
は
桜
が
４

月
に
色
を
付
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
遅

咲
き
が
新
入
園
児
た
ち
を
迎
え
る
の
に
ぴ
っ

た
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
、
入
園
式
当
日

は
、
19
名
の
園
児
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
表

情
か
ら
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

式
が
終
わ
っ
て
外
に
出
た
瞬
間
、
保
護
者
の

待
つ
桜
の
木
の
下
で
一
斉
に
笑
顔
の
花
が
咲

き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
き
っ
と
桜
も

待
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ご
入
園
お
め
で
と
う

竜王町老人クラブ連合会　会長　古株 克彦

　竜王町老人クラブは、65歳以上の会員が
加入している連合会組織です。
　連合会では、会員相互の親睦や健康づく
り、生きがいづくり、地域づくりを目指して
様々な活動に取り組んでいます。シルバーカ
レッジ・グラウンドゴルフ・ゲートボール・
スポーツ大会や町内の清掃活動、福祉施設の
奉仕活動、趣味のお花あそび教室、
研修旅行など様々なイベントを開
催しています。各字で実施できな
い事業を数多く企画していますの
で、会員の皆様の参加をお待ちし
ています。

　また、定年延長で昨今は若い人の加入が少
なく各字の役員のなり手の確保が厳しい状況
で、単位老人クラブの運営に支障が出てきて
います。
　連合会では、地域に老人クラブのない個人
会員様の募集も随時行っておりますので、入
会をよろしくお願いいたします。

参加をお待ちしています

シリーズ　　がんばる私たち
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会
広
報

■
発
行
・
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王　

町　
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会

■
編
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
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